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から 1790 年までを対象とした第 1 部（第 2 章か
ら第 7 章）と、1790 年から 1950 年までを対象と












5 から 17 世紀の間に 4 以下にまで急激に低下す
る。この低下傾向は 18 世紀の間、持続するが、
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2　Aronsen,Elliot.2011.The Social Animal, 7th edition.Duffield:Worth,p.93.
3　本来、存在と量は論理的には無関係であるが、感覚的にはそうではない。「ある（存在）」と「多・少」を逆接で結ぶ「あ
るけれども少ない」という表現と「あるけれども多い」という表現を比較するとよく理解できる。違和感を覚えるのは
後者であろう。感覚的には「ある（存在）」は、「多い」と肯定的に結びつきやすい。
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